
4No.6
8
4

2
0
1
3

広  報 広  報
第

９
回

下
仁

田
中

学
校

卒
業

式
（

３
月

１３
日

）
第

９
回

下
仁

田
中

学
校

卒
業

式
（

３
月

１３
日

）



2

浄化槽 水路など

町設置管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置管理 個人設置管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

３,８００円�

４,６００円�

５,５００円

分担金 使用料（月額）

６０,０００円�

７０,０００円�

８０,０００円

エコ補助

１０人槽

浄化槽設置しませんか。浄化槽設置しませんか。浄化槽設置しませんか。
　今、入替えが大変お得！費用負担を次のとおり軽減し、単独槽等からの
入替えを促進します。
　今年度の申請の締切りは平成２５年１２月２７日です。早めの計画、申請を
お願いします。

～合併浄化槽は汚染される河川の
　水質を浄化する唯一の解決策です。～

１　エコ補助金を継続!
　　単独浄化槽、汲取り槽から合併浄化槽に入替え、年度内に使用開始する場合、下表の額を補助し
ます。ただし、エコ補助金は来年度以降の継続は不明となっておりますので注意してください。

２　分担金軽減を継続！
　　大好評、平成２７年３月（平成２６年度）まで次の
とおり軽減し、浄化槽を設置します。

３　単独浄化槽、撤去します。
　　単独槽、必要とあれば町が撤去します。ただし撤去費１０万円を超えた分は個人負担です。

４　現在までの設置の状況
　　事業実施からの設置状況は、平成２０年度２６基、H２１は５０基、H２２は３４基、H２３は４３基、H２４は５３
基でした。内訳は新築６９戸、単独槽から入替え４７戸、汲取りからの入替え９０戸です。

５　合併浄化槽の必要性
　　下仁田町は水源の町であるため、清浄な水を下流へ流す重要な役割を担っています。
　　現在の水質汚濁の要因は、単独浄化槽または汲取りのご家庭からそのまま放流されている台所、
風呂等からの生活排水が多くを占めており、その結果、川や水路を汚したり匂いを発生させたりし
ています。この水質汚濁を解決する唯一の方法が合併浄化槽です。
　　現在、単独浄化槽で処理を行っているご家庭では、すでにトイレが水洗化されているため合併浄
化槽への転換のメリットがあまり無い様に思われますが、浄化槽を設置すればこれらの問題が解消
され、更には環境保全につながります。

６　群馬県の汚水処理計画と町の現状
　　群馬県の汚水処理人口普及率（生活排水処理施設が整備されている区域の割合）は、平成２３年
度で７４.３％となっており、全国で比較してもけっして高くはありません。
　　下仁田町の汚水処理人口普及率は、平成２３年度で２０.３％（５％上げるには約１７０基整備が必要）
であり、水源の町であるにも関わらず群馬県で最下位を推移しています。県の平均値に近づける
には大変厳しいものがありますが、汚水処理人口向上のため皆様のご理解ご協力が必要です。

問い合わせ先　産業振興課　土木管理係（内線３４２）
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「金曜日深夜臨時列車」の運行継続します
（～乗って残そう上信電車～）

問い合わせ先　企画財政課　q８２-２１１１　内線５１１　上信電鉄㈱鉄道部運輸課　q０２７-３２３-８０７３
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�上信電鉄㈱では、「金曜日深夜臨時列車」を当分の間、運行を継続することとなりました。引き続き仕事等で
帰りが遅くなった時にご利用下さい。
�臨時列車の運転時刻は、現在運転を行っております時刻と同じです。

�・高 崎 行 き（最終列車の前）　下仁田 ２１：３４　→　富　岡 ２１：５５　→　高　崎 ２２：３３
�・下仁田行き（最終列車の後）　高　崎 ２３：１５　→　富　岡 ２３：４９　→　下仁田 ００：１２

上信電鉄

運転免許証自主返納者特別割引乗車券を
発売します

問い合わせ先　企画財政課　q８２-２１１１　内線５１１　上信電鉄㈱鉄道部運輸課　q０２７-３２３-８０７３

�（運転免許証を自主返納した６５歳以上の電車利用者に対する運賃特別割引）
�上信電鉄では、沿線市町村に住民登録のある６５歳以上の運転免許証自主返納者に対し、特別割引いたします。

割引対象者：運転免許証を自主返納して「運転経歴証明書」を取得した、高崎市、甘楽町、富岡市、下仁田町、
　　　　　　南牧村に住民登録のある６５歳以上の方

割　引　率：普通乗車券運賃の５０％引き。
�　　　　　身体障害者手帳等をお持ちの方でも二重の割引は致しません。また１日フリー乗車券、定期券、
　　　　　　回数券等について割引は致しません。

利 用 方 法：駅で乗車券を購入する際、窓口の係員に「運転経歴証明書」を提示して下さい。無人駅から乗車
　　　　　　する場合は、整理券を取り降車駅で「運転経歴証明書」を係員に提示して運賃をお支払い下さい。
　　　　　　降車駅が無人駅の場合は、運転士に「運転経歴証明書」を提示して運賃をお支払い下さい。
開　始　日：平成２５年３月１日（金）より

上信電鉄
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４月１日から集落高齢者等タクシー利用券を交付します

緊急通報装置の利用（申込み）について

事業概要　※交付年齢が７０歳まで引き下げられました
　この事業は、公共交通の利用不便地帯（別表の集落又は世帯）に在宅する対象者に、町内で買い物
や通院などでタクシーを利用する場合、１枚につき ８００円相当額の利用券を申請により発行するもの
です。（有効期限：２６年３月までの券を１人年間２４枚を限度とします）

【交付対象者】　別表に記載の地域に住所を有し、かつ次の各項目のいずれかに該当される方
（１）満７０歳以上の高齢者の方（従来７５歳以上から７０歳以上に該当年齢を引き下げ）
（２）身体障害者福祉法に規定する手帳交付を受けた方で、１級～３級に該当の方
（３）児童福祉法の規定に基づき療育手帳の交付を受けている方
（４）精神保健および精神障害者福祉に関する法律の規定に基づき、精神保健福祉手帳の交付を
　　  受けている方

【利用方法】　利用料金に不足が生じた場合はタクシー業者に差額をお支払下さい。
　　　　　　（なお、利用券は１回乗車・１台につき最高３枚まで利用できます。）

【利用できるタクシー】　上信ハイヤー・成和自動車
【申請方法】　下仁田町役場　健康課窓口でお申し出ください。

下仁田

馬　山

小　坂

西　牧

青　倉

地　区 地　　　　域

上栗山・下栗山・高　倉　　

杣　瀬・三本杉・細　萱　

中ノ岳・松　倉・落　沢・馬居沢　

黒　川・中　野・上　野・大塩沢・萱　倉・高　立�

竹の入・相　沢・屋　敷・白井平・牧　場

平　原・大北野・小北野 健康課　高齢者支援係へ
q８２-２１１１（内線３２８）

ご不明の点は…

健康課　高齢者支援係へq８２-２１１１（内線３２８）詳しくは…

事業概要　町では、ひとり暮らしの方を主に緊急通報装置の貸し出しを行っています。
　　　　　６５歳以上の虚弱なひとり暮らしの方が、急病や事故などの通報に対応できるよう、緊急通 
　　　　　報装置を申請により設置します。ご自宅の電話回線を利用し、安否確認や救急通報をサポー
　　　　　トします。
安否確認とは……テレビ・冷蔵庫・トイレのドアなどにセンサーを取り付けます。使用が２４時間ないな
　　　　　　　　ど、センサーが異常を感知した時に、自動的に緊急通報センターに連絡が入ります。
必要なこと……協力員２名を確保して下さい。
　　　　　　　（本人と連絡がとれないなど緊急の場合に必要な対応ができる方）
利用料について……月額３００円（自己負担金額）　

対象者
（１）町内に在住し、概ね６５歳以上で、ひとり暮らし世帯の

虚弱な高齢者
（２）７５歳以上の要介護者のいる高齢者２人世帯
（３）重度身体障害者のみの世帯

※通報が入ったときの流れは右図の通りです
※その他　月に１度お元気コールをセンターのスタッフ
が利用者宅へ電話をかけ、体調を伺ったり相談に応じ、
町へ報告します。

※七久保・桑本地区は集楽バス運行のため25年度から非該当となりますが、
�医療機関受診等、タクシーを利用しないと日常生活に著しい支障がある方はご連絡下さい。
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高齢者教室開催について高齢者教室開催について

問い合わせ先　健康課　高齢者支援係（内線３２８）

�地域の高齢者の皆さんが毎日を元気で、また、地域のコミュニケーションを深める場として「旧小坂小学校」
において年間を通した事業を計画しております。
　健康運動指導士、栄養士の指導ほか、高齢者のための役に立つ楽しい行事のほか、サロン活動などの自主組
織による地域拠点としての利活用が図れる様考えていきたいと思いますので、皆様の積極的な参加をお待ちし
ております。
　お申し込みは不要ですので、直接会場へお越し下さい。

【参加費】　無料
【日程・内容】
　第１回　４月１６日（火）午前１０時～１２時　健康運動指導
　第２回　５月１４日（火）午前１０時～１２時　　　〃
・当面月１～２回程度の教室開催を予定しております。
・従来１３区公会堂で実施していた「いきいき健康教室」も今月から旧小坂小に変更となります。

老人クラブ会員募集について老人クラブ会員募集について

ぐーちょきシニアパスポートを配布していますぐーちょきシニアパスポートを配布しています

問い合わせ先　健康課　高齢者支援係（内線３２８）

問い合わせ先　県庁介護高齢課　q０２７－２２６－２５７６および町健康課高齢者支援係　q８２－２１１１内線３２８

　下仁田町老人クラブ連合会では、
単位クラブ会員の募集を随時行って
おります。　現在は下仁田地区と馬
山地区で６クラブの会員の皆さんが、
仲間の友愛活動や社会奉仕、また、
自身の健康のためのグラウンドゴル
フ大会や県・郡の研修などに頑張っ
ています。
　近くにクラブがないからとあきら
めないで、どうかご加入希望の方が
おりましたら、老人クラブ連合会まで
ご相談下さい。お待ちしております。

※２４年度に実施した主な事業

０４月２７日

０６月０５日

０７月３０日

０９月２７日

１１月０９日

１１月1５日

１２月０４日

０１月２４日

０３月０５日

下老連総会

下老連グラウンドゴルフ大会

郡老連囲碁将棋大会

郡老連グラウンドゴルフ大会

下老連清掃活動（社会奉仕）

県老人福祉大会

郡老連作品展

下老連新年会

郡老連芸能発表会

下仁田町

下仁田町馬山グラウンドゴルフ場

甘楽町

下仁田町天神平グラウンドゴルフ場

下仁田町吉崎バイパス

前橋（下仁田芸能発表）

～６日於甘楽町、下仁田２０作品出展

下仁田町

南牧村

日　程 イベント 場　所

　高齢者の積極的な外出を促し、地域との交流や健康維持につなげ
てもらうため、協賛店舗で提示すると割引などの優遇措置が受けられ
る「ぐーちょきシニアパスポート」を群馬県の依頼により配布していま
す。またこのパスポートは緊急時には裏面の情報記載欄を、緊急時の
連絡用カードとして活用できます。

対　　象　県内に在住する６５歳以上で、希望する方
配布場所　町役場健康課窓口、下仁田公民館、西牧分館
※ご本人が介護保険証や運転免許証など、氏名、生年月日等が確認
　できるものを持参し、窓口までお持ちください。
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～下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業一部改正のご案内～
�群馬県で実施する『ぐんまの木で家づくり支援事業』で構造材補助に該当する方に、補助金を助成
する制度の一部が改正されました。（平成25年4月1日～）
改正内容
１　改装が対象になりました。
２　県の補助金額と同額になりました。
補助の条件
１　下仁田町内に自己居住用の専用住宅を建築、購入または改装すること。
２　群馬県で実施する『ぐんまの木で家づくり支援事業』で構造材補助の交付決定を受け、補助金額
　　の確定通知書の交付を受けること。
　※詳細は、群馬県林業振興課(℡027-226-3241)にお問い合わせください。
３�２の確定通知書の交付を受けた年度末までに下仁田町に補助金の交付申請を行うこと。
補助金額　　群馬県で交付する補助金額と同額です。

Q.クレジットカード会社から身に覚えのない請求があったため、確認するとオンラインゲームの利用料金で
あることが分かった。小学生の子供が「ゲーム機でゲームをしていたら、お母さんの持っているカードの
写真が出てきたので、お母さんの財布から黙って借りて、説明のとおりに数字を入力した」と言っている。
そんなに簡単にカード決済できるのだろうか。

�
Ａ.子供は、大人が思っている以上に友達やインターネット等から多くの情報を収集しています。カード決済
の意味を理解していなくても、大人が利用している姿をよく見ていて、決済手続きを簡単にやってしまい
ます。「アイテムが欲しい」等の思いから、大人のカードを無断で利用してしまうケースや友達と使ってし
まい高額な請求になるケースがあります。
�ゲーム機は無線ＬＡＮの環境があればインターネットにつながり、オンライン決済が可能です。また、一度
クレジットカード情報を登録するとその後もクレジット決済ができます。子供から頼まれて、親がカード番
号等を入力する場合には、その後の利用が可能になる自動登録になっていないか確認をしてください。
�他のサイトのＩＤであっても、提携していると、オンラインゲームの支払いに使える場合もあるので、子供
が勝手に親の会員ＩＤを利用してアイテムを購入してしまうというトラブルも生じています。

問い合わせ先　富岡市消費生活センター　富岡市富岡１４３９-１　あい愛プラザ２階　q６３－６０６６

問い合わせ先　産業振興課　農林係　q８２-２１１１　内線３４３

消費生活 Q A&&

大人の知らない間に子供が利用　オンラインゲームのトラブル

・子供にオンラインゲームを利用させる場合には、利用方法等を子供と十分に話し合う
・クレジットカードやその情報を登録しているサイトＩＤ等の管理には細心の注意を払う
・大人の携帯電話やスマートフォン、大人が会員登録したＩＤを未成年者には利用させない
・オンラインゲームを子供に利用させる場合には、ゲームの内容や課金の仕組み、利用する
機器の機能を十分に確認する

センターからのアドバイス
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特定計量器（ハカリ）の定期検査特定計量器（ハカリ）の定期検査

問い合わせ先　産業振興課商工観光係　q８２－２１１１（内線３０４）

�商取引（量り売りする農産物）や健康診断の証明行為に使用する「はかり」は、２年に１回、定期的に検査を受
けることが法律で義務づけられています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
�平成２５年度の日程・会場等は以下のとおりです。必ず検査を受けて下さい。

 日　程

◇期　日
　４月２５日（木）

◇場所及び時間
�・下仁田町活性化センター　　　　午前１０時～１１時
�・群馬県蒟蒻原料商工業協同組合　午後０時３０分～３時３０分

◇対象計量器
�①商店、工場で業務用に使用するもの
�②学校、保育園で健康診断（学校保健法）に使用するもの
�③病院、薬局、診療所等で調剤や体重測定に使用するもの
�④農協等で園芸農産物の出荷に使用するもの
�⑤農家等で園芸農産物を庭先取引に使用するもの
�⑥運送業で貨物・荷物の計量に使用するもの、宅配便取次店
�⑦その他取引・証明に使用するもの

◇その他
�・当日は検査手数料が必要です。
�・はかりは外部をよく掃除して分銅・おもり・電源アダプター等がある場合は一緒に持って来て下さい。

下仁田町勤労者生活資金融資のご案内

問い合わせ先　産業振興課商工観光係　内線３０４

対　象　者
・町内に１年以上居住し、同一事業所に１年以上継続して勤務しており、かつ当該事業所に引き続き勤務しよう
　とする者
・前年の収入が７００万円以下の者で、年齢が２０歳以上５５歳以下の者
・この融資により、生活の安定と福祉の増進を図ることができ、償還が確実と認められる者

融資限度額　１００万円以下
償 還 期 限　５年以内
償 還 方 法　元利均等月賦償還とし、年２回の一時金償還を組み合わせることができ、いつでも繰り上げ償還
　　　　　　をすることができる。
融 資 利 率　年２．５％（別途保証料が加算される場合あり。）
担　　　保　無担保
保　証　人　金融機関（中央労働金庫富岡支店）の定めるところによる。
資 金 使 途　教育、医療、冠婚葬祭、災害、耐久消費材購入、その他生活の安定と向上のため
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国保人間ドック受診者の募集国保人間ドック受診者の募集国保人間ドック受診者の募集
●受診期間　平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日
●実施機関　下仁田厚生病院
●対 象 者
　①国保加入者で国保税を完納している世帯の方
　②保健センターで行う特定健診（集団健診）を受診しない方
　※注意　年度内に１回です。

●費用・募集人数(予定)　　

●主な検査内容
　診察（内科・眼科）、心電図、胸部レントゲン、胃カメラ、超音波、血液検査、腹囲測定など
（短期ドックは、大腸ファイバー及び血糖負荷検査が加わります)。
●同意事項　国保加入者の健康維持のため、人間ドックの申込を受け付けます。
　国保人間ドックを受けた方は、国保特定健診を受診したこととします。また結果によっては、保健センターで
行う特定保健指導の対象となります。（別途通知）
●申し込み先　下仁田厚生病院　q８２－３５５５

国民健康保険からお知らせ

区　分

１日ドック（日帰り）

短期ドック（１泊２日）

費　用

３３,６００円

６１,９５０円

個人負担

８,４００円

１５,５００円

国保負担

２５,２００円

４６,４５０円

募集人数

１２５人

２５人

後期高齢者医療保険　人間ドック受診者募集

　後期高齢者医療被保険者の方についても人間ドック
受診者を募集します。
町の国保と同様に下仁田厚生病院限定になります。

●受診期間　平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日
●実施機関　下仁田厚生病院�
●対象者�
　①「後期高齢者医療被保険者証」をお持ちで後期
　　高齢者医療保険料を完納している方
　②保健センターで行う健康診査（集団健診）を受診
　　しない方（重複受診はできません）
●募集人員　日帰りのみ　４５人（定員になり次第締め切ります）
●自己負担額　８，４００円（費用総額３３，６００円、助成金額２５，２００円）
●申し込み先　下仁田厚生病院　q８２－３５５５
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　職場の健康保険の加入者およびその被扶養者、７５歳以上の方、生活保護を受けている方など
を除いて、みなさんは必ず国民健康保険に加入しなければなりません。

その他の届け出
・６５歳未満で、会社や役所などを退職し、厚生年金や共済年金（国民年金以外の公的年金）などの受給権があ
り、加入期間が通算２０年以上または４０歳以降に１０年以上ある人は、退職者保険者となりますので、年金証書
が届いている人は持参してください。
・進学のために、国保に加入したまま町外へ住所を移す場合は、在学証明書が必要です。

�平成２１年度から国のがん対策の一環として「無料クーポン券事業」が始まりました。これを受け、下仁田町は
がん検診をより多くの方に受けていただくために、特定年齢の方に、がん検診を無料で受けることができる「クー
ポン券」と「検診手帳」をお送りしています。対象者は下記の方になります。５月下旬までに対象者にはクーポン
券を郵送いたします。
�この機会に、がん検診を受診して、がんの早期発見とご自身の健康管理にお役立てください。

◎平成２５年４月１日現在で下記の年齢の方（平成２５年度奇数年齢になる方）で、４月２０日に住民登録のある方
�・大腸がん検診無料クーポン対象者�４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の方
�・乳がん検診無料クーポン対象者　４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の女性の方
�・子宮がん検診無料クーポン対象者　２０歳、２５歳、３０歳、３５歳、４０歳の女性の方

注意事項
・下仁田町外に転出している場合、下仁田町の無料クーポン券は使用できません。ご希望の方は転入先の市区
　町村のがん検診担当課にご相談ください。
・クーポン券は町の検診を受診する場合のみ使用することができます。人間ドック、職場検診、自費受診で受け
　る（受けた）場合は対象外です。

国保の加入・喪失手続き

がん検診無料クーポン事業についてがん検診無料クーポン事業についてがん検診無料クーポン事業について

国保に加入する人 国保を喪失（脱退）する人
・子どもが生まれたとき
・職場の健康保険をやめたとき
・健康保険の扶養家族からはずれたとき
・他市町村で国保に加入していた人が転入したとき

手続きに必要なもの
・印鑑、社会保険離脱証明書、転出証明書など
※届け出が遅れても、加入日までさかのぼって国保
　税を納めていただきます。

・職場の健康保険に加入したとき
・職場の健康保険加入者の被扶養者になったとき
・他市町村に転出したとき
・死亡したとき

手続きに必要なもの
・印鑑、保険証（国保、健康保険の両方）など
※届け出をしないと、国保と健康保険の両方の保
　険料（税）を納め続けることになりますのでご
　注意ください。

問い合わせ先　健康課　国保係（内線３２１、３２２）

問い合わせ先　健康課　保健環境係（保健センター内）　q８２-５４９０
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休日診療所が移転します休日診療所が移転します休日診療所が移転します
�富岡市甘楽郡医師会では、住民の皆さんが安心して
休日に緊急な医療が受けられるよう現在、七日市にお
いて富岡市甘楽郡医師休日診療所を開設しております。
�この度、利用者の利便性と医療の連携を図るため、４
月１日から公立富岡総合病院隣接地に移転することに
なりました。
�４月７日（日）からは、新休日診療所で診察が始まりま
す。

おたふくかぜ・水痘ワクチンの助成についておたふくかぜ・水痘ワクチンの助成について
�平成２５年度よりおたふくかぜ・水痘（みずぼうそう）ワクチンの予防接種が受けられるようになりまし
た。任意接種になりますので、ご希望の方は、保健センターで申請して頂き、病院に予約を取って頂く方
法です。対象者は、以下の通りです。
◎対象者　下仁田町に住民登録があり、接種日において１歳以上５歳未満の児
�今までにおたふくかぜや水痘（みずぼうそう）ワクチンの予防接種を受けていない方及び疾病に罹っ
ていない方
◎費　用　無料
�保育園などの集団生活に入る前に接種することが望ましいとされていますので、未接種・未疾患の
方は、受けることをお勧めいたします。

問い合せ先　健康課　保健環境係（保健センター内）　q８２-５４９０

【 名 称 】

【移転先】

【開設者】

【管理運営】

【診療日】

【診療時間】

【診療科目

富岡市甘楽郡休日診療所

富岡市富岡２０３７番地１（下図のとおり）

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合

富岡市甘楽郡医師会

日曜・祝祭日・年末年始

（１２月３０日～１月３日）

午前９時～正午、午後１時～午後５時

内科及び外科

問い合わせ先　富岡市甘楽郡医師会休日診療所　q６４-１９３９
　　　　　　　（平日は富岡市甘楽郡医師会事務局　q６２-０５４２）

※休日診療所への進入は、富岡
総合病院入口をご利用ください。

　国道からは、直接入れません
のでご注意ください。
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�日本脳炎ワクチンの予防接種が平成２５年４月１日政令改正により、接種時期がさらに緩和されました。
◎特例対象者の接種時期
�・対象となる方　平成７年４月２日～平成１９年４月１日生まれの方
�・接種できる期間　１期接種　生後６か月～２０歳未満
�　　　　　　　　　２期接種　９歳～２０歳未満
※これまで接種ができなかった、７歳６か月～９歳、１３歳～２０歳未満でも接種できるようになっています。なお、
定期集団接種では、通常４歳になる年に初回接種、５歳になる年に追加接種、１０歳になる年に２期接種を実施
予定ですが、２期は差控えになっておりました。今年度より順次接種可能になりましたので、中学１年生～高校
３年生に実施予定です。

�この特例は、集団接種が諸事情等により受けられなかった方が対象です。母子手帳に記録してある接種回数
が足りない方は、個別接種ができますので、保健センターまでお問い合わせください。
�また、ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がんワクチンが定期接種に加わります。該当者には、対象年齢になりまし
たら、通知を致します。

�平成２５年度から、県より未熟児養育医療給付が市町村に権限移譲されました。この給付は、入院治療を
必要とする未熟児（1歳未満）に対し、医療費の自己負担分について助成する制度です。該当になるお子
様をお持ちの保護者の方は、入院期間中に以下の手続きを行ってください。

申請方法
・養育医療給付申請書 
・養育医療意見書（医療を受ける指定養育医療病院等の主治医に記入してもらいます） 
・世帯調書 
・被保険者証（写）
　以上の書類を健康課保健環境係に提出してください。申請用紙は健康課保健環境係（保健センター内）
にあります。

その他申請時に必要なもの
・母子健康手帳
・印鑑　詳しくは健康課保健環境係または医療を受ける指定養育医療病院におたずねください。

給付内容　所得に応じた自己負担額がありますが、自己負担額は福祉医療費で補助しますので、実際の自
　　　　　己負担はありません。

定期予防接種について

問い合わせ先　健康課　保健環境係（保健センター内）　q８２-５４９０

問い合わせ先　健康課　保健環境係（保健センター内）　q８２-５４９０

問い合わせ･届出先　産業振興課土木管理係　内線３４２

▲昭和４５年頃の上町商店街 ▲現在の上町商店街

未熟児養育医療給付について

景観の届出が必要です
�Ｈ２４年１月1日景観条例の施行により、次に該
当する場合には町への届出が必要となります。
�「住宅等及び工作物（柵・塀・門）の新築、増改
築、移転、撤去、外観の修繕、外観の模様替え、外
観の色彩の変更」
�詳しくは事務担当へ問い合わせてください。
�まちの風景を次世代に引き継いでいくため
の制度です。皆様のご理解とご協力をお願いし
ます。
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行政出前講座をぜひご利用ください

平成２5年度　行政出前講座メニュ ー

�町民の皆さまに、町政に対する理解を深めていただくことを目的として平成１８年度から行政出前講座を開始して
以来、健康関係の講座やジオパーク関連の講座など各種団体の方々にご利用いただいております。
�　今年度は新規講座も追加されるなど、日々の暮らしの中で役に立つ講座を取り揃えております。みなさまお誘い
あわせの上、お気軽にお申し込みください！
�
申し込み方法等
（１）町内に在住、在勤、在学している５人以上の団体、グループで、開催希望

日１４日前までに 「出前講座メニュー」から希望講座を選び「受講申込
書」により申し込んで下さい。�

（２）会場はグループ等で準備して頂きます。�
（３）開催時間は年末年始を除き、午前９時から午後９時までの間で最大２時

間程度です。�
（４）担当職員等が、１～２名程度で会場へ出向き説明を行います。�
（５）受講料は無料です。
お願い事項
（１）質問等その場で即答できないこともあります。
（２）業務の都合で日時等すべての希望に添えないこともあります。
（３）業務の説明を行うもので、苦情、要求、批判等は原則お受けできません。
（４）政治、宗教、営利を目的とした催しと思われるものはお受けできません。
申し込み先　企画財政課　企画調整係　内線５１２

役場の仕事の概要

情報公開・個人情報保護制度について

選挙制度について

人事院勧告制度について

国民保護法について

下仁田町の防災について

町民税について

固定資産税について

しもにたバス（路線バス）について

みんなで創ろう、輝く下仁田！（第４次総合計画について）

町の財政について

まちづくりの補助金について

空家の有効活用をしませんか？

介護保険について

ＨＯＷ　ＴＯ　国保

後期高齢者医療ってどんなもの

知っていますか～福祉医療～

障害者自立支援制度のあれこれ

認知症予防サポーター養成講座

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９

１０�

１１

１２�

１３�

１４.�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９
�

役場組織機構、各課等の仕事概要説明

情報公開制度、個人情報制度の説明

選挙制度全般の話

制度の役割と内容説明

国民保護法の概要

下仁田町防災計画について(町の防災状況について説明）

給与所得者、年金所得者、営業所得者等所得の種類に応じて申告から課税の仕組みについて

土地・建物等の固定資産税課税の仕組みについて

路線バスの運行内容や乗車方法等についての説明

平成１９年度から１０年間にわたる町の将来についての指針、目標、その実現のための施策

町の歳入・歳出・起債などについて説明

国・県・企業等が出す、まちづくりのための補助金についての説明

空家対策事業の現状と課題について

制度のしくみやサービスの利用方法について説明

～わかりやすい国保のしくみ～国民健康保険の制度について

～わかりやすい後期高齢者医療のしくみ～後期高齢者医療制度について

福祉医療の制度について

障害者自立支援制度の仕組や、サービスの内容、申請から認定、利用まで

番号 名　　　　称 概　　　　要

認知症予防キャラバンメイト（サポーター養成指導資格者）が、地域の中で認知症の方を
サポートする方法などをお話しします。
（この講座の修了者は、認知症予防サポーターの資格者となります。）
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番号 名　　　　称 概　　　　要

高齢者への手軽な健康管理・生活情報を提供し、同時に介護予防について実技を伴った説明を
行い安全・安心の生活が続けられるよう支援する。

地域の見守りの力で高齢者の孤立や孤独死を無くす話を行い、併せて一人暮らし世帯への緊急
通報装置設置などの町の支援事業について説明する。

糖尿病、高脂血症、高血圧などの生活習慣病について、病気のしくみや予防のためのヒントを
お話しします。

『生命の貯蓄体操』『腰痛予防体操』など、体を動かした健康づくりをご紹介します。

乳幼児期～高齢期まで、それぞれのライフステージに合った食事の重要性を、調理実習・試食を
しながらお話しします。

『食』を通じて町民の皆さんがいきいきと生活できるための計画づくりです。“食べること”
楽しみませんか。

乳幼児期のこどもに関する健康について

「ストレス時代」のこころの元気アップについて

受診方法や健診の内容、健康指導について

私たちにできるエコな活動と、エコな活動に対する町の助成制度（有価物集団回収補助金・生
ごみ処理機購入費補助金）等についてお話しします。

「下仁田町等地球温暖化防止実行計画」の取り組みについて、お話しします。

「下仁田町環境基本計画」は平成１９年度に策定され、平成２８年度までの１０年間を計画期間とし
ています。基本計画の取り組み状況を取りまとめた年次報告書の内容について、お話しします。

「未来につなぐ水源の町」として、家庭から出るし尿及び雑排水を処理する浄化槽の普及を
目的とした事業の紹介。

有害鳥獣からの防衛方法、防除対策等の概要について

農地の転用、売買など行う場合の規制、手続き等について説明

悪質商法の概要及び相談について

水源から家庭に届くまでの飲み水についての説明

都市ガスが供給所から家庭に届くまでの説明

議会構成、議会運営、請願、陳情について

監査の役割・監査制度の概要

下仁田町有体育施設を見学してもらい、使用方法などを説明する。

教育委員会所有の軽スポーツ用具（ペタンク・スポレック・キンボール）等を使用し、体育レク
レーション種目の講習を行う。

学校給食のできるまで

公民館内の施設を見学してもらい、利用方法などについて説明

①教育委員会発行の「下仁田の文化財」リーフレットを資料とし、指定文化財の説明を行う。
②地域に残る口伝・伝承の聞き取りを行い、整理・保存を行う。

「富岡製糸場と絹産業遺産群」の構成資産として、世界遺産登録を目指している「荒船風穴」に
ついて、蚕種貯蔵施設として果たしてきた役割や調査した成果などについて説明を行う。

①町内のジオサイトや地質遺産の説明②現在のジオパーク推進状況などの説明

ごみ処理過程説明、施設見学（搬入・分別・資源化・焼却・最終処分等）現地説明を想定している
が、出前での説明でも可能です。

し尿・浄化槽汚泥の処理過程の説明現地説明を想定しているが、出前での説明でも可能です。

家庭等から出された廃棄物のうち、資源として利用可能なものの再資源化の行われ方について
の説明

廃棄物の減量化の意義、目的等についての説明

ご要望により内容の調整をします。

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

高齢者のいきいき健康管理・安心介護予防

地域の見守り支援について

ほほえむカラダづくり

生活習慣病予防について

ライフステージ別（年代別）食育講座（調理実習と講話）

しもんたに『食shock』をおこそう
下仁田町食育推進計画について

こどもの健康

こころの健康

健診を受けましょう

ＥＣＯ生活はお得な生活

温室効果ガス排出抑制に向けて
～地球温暖化防止実行計画について～

未来につなぐ 水源のまち 下仁田
～環境基本計画年次報告から～

水源を守る浄化槽の設置事業

イノシシや猿、鹿の害から農作物を守る

農地に関係するきまり

悪質商法の被害にあわないために

下仁田町の水道（上水道、簡易水道）のはなし

下仁田町のガス供給のはなし

町議会のしくみについて

監査制度について

軽スポーツ講習会

下仁田町体育施設見学

学校給食のはなし

下仁田町公民館施設見学

下仁田の文化財紹介

蚕種貯蔵施設としての荒船風穴

「世界ジオパーク登録に向けて」

家庭から出されたごみの行方

町のし尿・浄化槽汚泥の処理

町における廃棄物の資源化

廃棄物の減量化について

特製メニュー
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ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）
下仁田町大字青倉１５８-1
q７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　q７０－３０７０

※下仁田町自然史館では、午前９時から午後４時まで展示室を開放しています。ぜひお出かけください。

行事報告

行事予定

自然史館の利用他

　２月１日（金）富岡市妙義町ひしや旅館研修室において、富岡法人会青年部の
方２２名を対象に「下仁田ジオパークと史跡荒船風穴」というテーマで出前講座
を開催しました。

　２月２日（土）下仁田町川井湯前にて、１２名が参加し、下仁田層海獣化石の調査
を行いました。貝・植物化石十数点を発見しましたが、海獣化石の発見には至ら
ず、後日再調査を行うことになりました。

　２月３日（日）下仁田町南野牧中丸鉱山跡にて、坑道と周辺の専門的調査
を群馬大学と合同で行いました。

　２月１３～１５日にかけて第２回ＪＧＮ全国研修会に参加してきました。多くの方に興味を持ってもらうために、看板をどの
ように表示していくべきか、今後の参考になる有意義な研修でした。

　２月１７日（日）富岡あるこう会１４７名がお越しになり、ＤＶＤ鑑賞・展示室見学をされました。

　２月２３日（土）はねこし峡・ポットホール調査を行いました。午前中にポットホールの水抜きを終え、午後には子ども達も
参加し、ポットホール内の調査を行いました。

　２月２６日（火）第７回『下仁田ジオ・歴史遺産応援団』学習会を開催しました。３４名が参加し、『荒船風穴蚕種貯蔵所跡』
について学習しました。

▲富岡法人会青年部出前講座

▲『下仁田ジオ・歴史遺産応援団』▲中丸鉱山跡 坑道と周辺の専門的調査

▲秋葉山の三角穴と石造物

▲下仁田層海の貝化石

２月９日～１１日
古地磁気研究グループ

日　時：４月２１日（日）
内　容：馬居沢地区の秋葉山祭りに参加し、石仏や三角穴などの説明を受けながら秋葉山に登ります。秋葉山は険しい
岩山ですので、適した服装等でお越しください。
申し込み：詳細については、ジオパーク推進室までお問い合わせください。
　　　　ジオパーク推進室　７０－３０７０

『秋葉山観察会』
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問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　q７０－３０７０

ネギとコンニャク・ジオパーク 『浦島伝説を秘めたポットホール』はねこし峡

▲水抜き前のポットホール

▲水抜き後のポットホール

　郷土史に詳しい方から白山地区に残る『浦島伝説』の話を聞いたことがあっ
た。白山には白山神社が祀られており、合併前は白山村と言い、村名もこれに
由来するとのことだった。また、白山神社を祀る地域には浦島伝説が多く残る
とも話されていた。
　度重なる台風により鏑川の流れは変わってしまったが、はねこし峡の上流に
太郎淵と言われる淵がある。昔は春先に上州漁協がニジマスを放し、川の両岸
に多くの釣り人が集まった。
　この太郎淵の名も浦島伝説からのものであり、太郎淵の左岸側に河床より一
段高い段がある。その上には「竜宮城への入口」と言われる直径２ｍを超える
水たまりがあり、「浦島太郎の舟着場」と言われる小段や昼寝をしたと言われ
る丸いくぼみもある。
　ロープを手掛かりに急な神農原礫岩のくぼみを足掛かりとし、岩場を１０ｍほ
ど登るとちょっとした平場がある。その中央、低いところに「竜宮城の入口」が
ある。ポットホール（おうけつ・かめあな）である。南北約３ｍ、東西約２ｍ、深さ
約２ｍを超える大きなポットホールである。硬い神農原礫岩にも関わらず縁は
きれいに磨かれツルツルしている。
　ポットホールの西側にはポットホールを形成途中のような直径５ｍほどにな
るかと思われる半円形の壁があり、内部には角が丸みを帯びたチャートとまだ
角の取れていない大きな岩がふたつ寄り添うように並んでいる。台風で打ち
上げられたものか、まだここが河床に近かったころから、この上にあったものか
の推測はつかない。
　この小段の上で、もう一点、気になることを思い出した。それは一昨年のジ
オパーク講演会でふるさとセンター所長の秋池武先生が下仁田の語源につい
て話されたことだ。出雲神話に出てくる島根県仁多郡仁多町の語源、仁多町の地形図と下仁田町の地形図が類似してい
ることを話された。上流側を眺め、このポットホールがあるところが河床だった時代があったとするならば、現在の青岩辺
りまで大きな沼となり、水辺には森林が繁茂した豊かで奇麗な土地が広がっていたことが想像される。これが先生が話さ
れた「仁多と仁田」の語源に関連する風景かと思った。
　昔、聞いた浦島伝説が下仁田の地形の形成や名前の由来となったとすれば「浦島伝説のなぞとき」はまた新たな有力
ジオサイトの発見につながるかもしれない。

-ふるさとセンターだより-

�写真は、荒船風穴が操業していた当時の資料に掲載
されていたものです（明治４３年『北甘楽郡案内』より）。
�２号風穴を東から写したもので、現在の石積み遺構の
上にあった建屋が、鮮明に写っています。
�ふるさとセンターでは、写真パネルの他にも荒船風
穴関連展示をしていますので、ぜひご覧ください。

�春秋館文書が指定文化財となりました
�荒船風穴の運営母体の春秋館に残された文書（１０８１
点/下仁田町所有）を町重要有形文化財に指定しました。
一部ふるさとセンターで展示しています。�

～下仁田の歴史を今に伝える～
ふるさとセンター　q８２-５３４５

ふるさとセンター展示紹介
世界遺産関連展示「荒船風穴と春秋館」
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あなたのペットがご近所から好かれるためには

平成２５年度富岡甘楽市町村圏振興整備組合予算のお知らせ

問合せ先　富岡甘楽広域圏事務局　q６２-５２６１

歳入 歳出

【飼い主としての心がけ！】
・周りに迷惑や危害を及ぼさな
い気配りとしつけが必要です。
・ご近所の人がすべて犬・猫が好
きとは限りません。そんな方々
からも理解されるよう、責任を
持って飼いましょう。

・家族の一員として、終生飼いま
しょう。

【犬はつないで飼いましょう！】
・犬の放し飼いは、条例で禁止されています。
・散歩させるときも、引き綱などでつなぎましょう。

【犬の登録と狂犬病予防注射を必ず行いましょう！】
・飼い犬の登録と予防注射の接種は、狂犬病予防法で
義務づけられています。

・室内で飼っているから、人に噛みつかないからと
いう理由で接種されない方がいます。これは法
令違反になります。

・５月７日（火）から各地区で注射を行う予定です。詳細
は来月号に掲載しますので確認してください。
・鑑札や注射済票は、迷子になったときに役に立ちます。
きちんと登録し、その年の注射済票を必ず首輪につ
けましょう。

【排泄をしつけましょう！】
・うんち・おしっこは専用トイレ等、決まった場所でさせ
ましょう。
・散歩中にうんちをしたときは、必ずきちんと片づけ、
持ち帰りましょう。

【犬・猫を捨てないで！】
・どうしても飼えなくなったときは、
新しい飼い主を捜してください。
・捨てられた犬・猫は野良犬・野
良猫になって、周りに迷惑をか
けてしまいます。

【犬・猫にも家族計画を！】
・子犬・子猫が生まれても、飼い主が見つかりにくくなっ
ています。
・メスだけでなくオスの飼い主にも責任があります。適
正に、避妊・去勢手術を受けさせましょう。（動物病院
にご相談ください。）

【鳴き声・悪臭に注意！】
・犬の鳴き声は、自宅より隣家へ響くことがあります。
・犬をつなぐ場所に注意し、無駄ぼえをしないよう、し
つけましょう。
・飼っている場所を清潔にし、周りに迷惑をかけないよ
う飼いましょう。

【犬・猫にエサだけあげている人へ！】
・野良犬・猫等決まった飼い主がいない犬・猫は、畑を
荒らしたり、ごみをあさったりして周りに迷惑をかけ
ます。
・飼うなら責任を持って、正しく飼いましょう。

※犬の糞の啓発用カンバンは、保健センターに用意し
てあります。必要な方は、ご連絡下さい。� 

問い合わせ先�
健康課 環境保全係（保健センター内）　
　q８２-５４９０

　 科 目 　

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 費

　 合 計 　

予算額

１,４５２,３２８

３７,２２５

１２,３８５

４０３

２４,０００

２２,２４９

１３７,８００

１,６８６,３９０

構成比

８６.１

２.２

０.８

０.０

１.４

１.３

８.２

１００.０

　 科 目 　

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

　 合 計 　

予算額

８２０

６０,１８７

２１,３２７

９８,６１９

１,３７１,６９１

１０５,０５９

１８,６８７

１０,０００

１,６８６,３９０

構成比

０.１

３.６

１.３

５.８

８１.３

６.２

１.１

０.６

１００.０

（単位：千円・%）
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

林野火災を想定した
消火訓練実施

第２４回群馬県スポーツ少年団
小学生柔道交流会

�春の全国火災予防運動にともない、林野火災を想定し
た消火訓練が行われ、県防災ヘリや消防車両１７台、消防
団員ら約１４０名が参加しました。
�消防車９台で約1キロに渡る中継送水訓練や県防災ヘ
リへの給水訓練などが行われ、迅速な消火活動が行える
よう各関係機関との連携について再確認しました。

�３月３日（日）ぐんま武道館において第２４回群馬県
スポーツ少年団小学生柔道交流大会が開催され、小
学６年生男子軽重量級で下山篤志くんが、中量級で飯
ケ濱拓郎くんが３位に入賞しました。 

下仁田中学校卒業式
�３月１３日（水）中学校体育館において第９回下仁田
中学校卒業式が挙行され、６０名（男子２９名、女子３１名）
が新たな目標に向かって歩みだしました。

▲飯ケ濱拓郎くん（左）と下山篤志くん（右） ▲答辞を読む卒業生代表の佐藤寛太くん

▲校長先生から一人一人に授与された卒業証書
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【
短
歌
】

■
移
り
住
み
子
ら
も
花
木
も
育
ち
事
て
四
十
年
の
歳
月
た
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
　
山
）
山
中
　
た
ね

■
宴
会
は
滞
り
無
く
終
り
帰
り
道
赤
子
を
背
負
い
ケ
ー
タ
イ
鳴
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
崎
市
）
並
木
三
千
夫

【
俳
句
】

【
や
ま
び
こ
俳
句
会
荒
船
支
部
二
月
句
会
】

■
厳
寒
に
耐
え
て
芽
を
出
す
福
寿
草
　
　
　
　
　
勇
　
宝

■
繰
り
言
を
聞
く
の
も
介
護
寒
日
和
　
　
　
　
　
ま
ち
子
　

■
芝
焼
き
や
夫
の
一
言
気
に
掛
か
り
　
　
　
　
　
淑
　
江

■
万
全
の
備
え
の
中
に
野
火
放
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
　
子

■
野
火
消
え
て
濡
れ
色
の
星
光
増
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
敏
　
彦

■
す
れ
違
ふ
漢
野
焼
き
の
炎
の
匂
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
　
子

お
と
こ

の

び

は
な

ぬ

か
わ

や
よ
い
じ
んは

な

か
げ

く

か
ん
び
よ
り

つ
ま

ひ
と
こ
と

ほ

■
雪
被
る
堪
え
い
る
木
々
の
眠
り
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
　
倉
）
清
水
　
秀
子

■
風
柔
く
心
躍
ら
せ
弥
生
尽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

■
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
聴
く
初
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
仁
田
）
茂
木
　
久
里

■
砂
ぼ
こ
り
風
に
吹
か
れ
て
麦
を
踏
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
岡
市
）
佐
藤
　
政
代

■
春
光
を
水
平
線
が
飲
み
放
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
　
坂
）
佐
藤
　
信
香
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民公 館 だ よ り
平成25年4月1日発行 349号

【下仁田町公民館】　q82-3535  FAX82-5489
▲お裁縫教室第２弾「福々うさぎ作り教室」開催しました。

平
成
２４
年
度
事
業
報
告

　
平
成
２４
年
度
下
仁
田
町
公
民

館
で
は
、次
の
よ
う
な
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
講
師
の
先

生
方
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
成
人
講
座
〉

・
英
会
話
教
室
・・・
４
回

・
淡
彩
画
教
室
・・・
４
回

・
寄
せ
植
え
教
室
・・・
１
回

・
ど
ら
焼
き
作
り
教
室
・・・
１
回

・
日
本
・
ア
ジ
ア
の
音
文
化
と
イ
ン

ド
音
楽
教
室
…
１
回

・
お
す
ま
し
う
さ
ぎ
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
作
り
教
室
・・・
２

回・名
古
屋
帯
の
結
び
方
と
小
紋
の

着
付
け
教
室
・・・
５
回

・
和
洋
生
け
花
教
室
・・・
２
回

・
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
・・・
３

回・福
々
う
さ
ぎ
作
り
教
室
・・・
１
回

　
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
毎
月
公
民
館
だ
よ
り
で

募
集
し
ま
す
の
で
、見
落
と
さ
ず

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

成
人
講
座
講
師
募
集
！！

　
文
化
の
創
造
の
た
め
に
手
助
け

を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い

ま
す
。お
料
理
や
手
芸
、そ
の
他
の

趣
味
の
物
づ
く
り
な
ど
教
え
ら
れ

る
方
、地
域
に
普
及
さ
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
小
学
生
向
け
の
講
座
の
先
生

も
併
せ
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
。（
簡

単
な
工
作
・
折
り
紙
・
物
づ
く
り
な

ど
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
室
ま
つ
り
開
催
！

　
下
仁
田
町
公
民
館
図
書
室
で
は
、

４
月
２３
日
の「
子
ど
も
読
書
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、４
月
２３
日（
火
）〜

５
月
９
日（
木
）ま
で
の
期
間
を
子

ど
も
読
書
週
間
と
し
、幼
児
か
ら

中
学
生
を
対
象
に
読
書
メ
モ（
一
言

感
想
文
）及
び
読
書
感
想
画
を
募

集
し
ま
す
。ま
た
、５
月
１３
日（
月
）

〜
６
月
８
日（
土
）ま
で
の
期
間
、「
図

書
室
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

図
書
月
間
に
応
募
い
た
だ
い
た
読

書
メ
モ
・
感
想
画
を
「
図
書
室
ま
つ

り
」
の
期
間
に
展
示
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、読
書

メ
モ
・
感
想
画
に
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
、下
仁
田
町
公

民
館
図
書
室
及
び
学
校
に
用
意

し
ま
す
。
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
、た
く
さ
ん
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
書
室
か
ら
の
お
願
い

　
こ
の
時
期
、進
学
や
転
出
が
多

い
た
め
、家
に
借
り
た
ま
ま
の
本
が

な
い
か
も
う
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。あ
り
ま
し
た
ら
、期
限
を
過
ぎ

て
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、必

ず
返
却
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

下
仁
田
町
公
民
館
・
活
性
化
セ
ン

タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル
利
用
団
体
の

皆
様
へ

〜
料
金
が
改
定（
減
額
）に
な
り
ま

し
た
〜

※
た
だ
し
、減
額
の
適
用
を
受
け

る
事
が
出
来
る
団
体
は
、下
仁
田

町
社
会
教
育
関
係
認
定
団
体
に

限
ら
れ
ま
す
。

　
施
設
設
備
費
が
今
ま
で
の
半

額
に
な
り
ま
す
。

　
減
額
の
対
象
と
な
る
施
設
は
公

民
館
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー

ル
の
み
で
す
。（
他
の
体
育
施
設
等

は
、今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。）

※
本
予
約
や
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、希
望

日
の
３
日
前
ま
で
に
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自動車税は５月３１日（金）までに忘れずに！
◆自動車税は町会計課やコンビニエンスストアでも納税
　できます。

ご注意：軽自動車税は市町村税です。納税場所等は町役
　　　 場税務担当課へお尋ねください。

◆障害者手帳をお持ちの方で、障害の程度、自動車の所
有者など一定の条件を満たしている場合には、申請によ
り自動車税が減免になる場合があります。

　申請期限：
　　普通自動車　５月３１日（金）まで
　　軽 自 動 車　５月１３日（月）～５月２４日（金）まで
◆問い合わせ先
　普通自動車
　　富岡行政県税事務所　県税課　q０２７４-６３-２２４５
　　又は群馬県自動車税事務所　q０２７-２６３-４３４３
　軽自動車
　　下仁田町役場　総務課
　　税務係　q８２-２１１１（内線３３５）
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82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

■下仁田町役場

■保健センター

■下仁田町公民館

■下仁田厚生病院

■荒船の湯

■ふるさとセンター

■下仁田町自然史館

■防災無線電話応答サービス

q
q
q
q
q
q
q
q

女
性
と
乳
幼
児
の
た
め
の
　

キ
レ
イ
な
姿
勢
講
座

『
農
業
者
年
金
』に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
①

協
会
け
ん
ぽ
群
馬
支
部

か
ら
保
険
料
率
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

イ
ヤ
な
ニ
オ
イ
も
、ご
み
出

し
の
手
間
も
減
り
ま
す

無
料
の
多
重
債
務
相
談
窓
口

健
康
な
体
は
美
し
い
！

ク
セ
を
直
し
て
ラ
ク
で
キ
レ

イ
な
体
に
な
っ
ち
ゃ
お
う
！

▽
対
象

①
妊
娠
中
の
方

②
乳
幼
児
と
マ
マ

②
子
育
て
中
の
マ
マ
（
お
子

さ
ん
を
同
伴
で
な
く
て
も
Ｏ

Ｋ
）

▽
開
催
日
　

４
月
１５
日（
月
）・５
月
２０
日（
月
）・

６
月
１７
日（
月
）・７
月
１６
日（
火
）・

８
月
１９
日（
月
）

▽
時
間

受
付
 
自
由
遊
び
１０
時
〜

教
室
１０
時
３０
分
〜
１２
時

▽
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ

ン
タ
ー
（
下
仁
田
１
１
１
ー

２
）
▽
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ

ル
、
運
動
で
き
る
服
装

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
・
問
合
せ
先
　
健
康

課
保
健
環
境
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

q
８２
ー
５
４
９
０

　
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の

臭
い
で
お
困
り
の
方
に
、
生

ご
み
処
理
機
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
生
ご
み
は
機
械
処
理
す
る

こ
と
で
イ
ヤ
な
臭
い
が
大
幅

に
減
る
ば
か
り
で
な
く
、
燃

え
る
ご
み
の
減
量
に
も
な
り

ま
す
。
生
ゴ
ミ
を
家
庭
で
ス
ッ

キ
リ
処
理
し
て
、
快
適
環
境

へ
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
さ

れ
た
方
に
は
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

下
さ
い
。
生
ご
み
処
理
機
と

は
、
生
ご
み
を
（
機
械
等
を

利
用
し
）
乾
燥
・
発
酵
等
の

処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

減
量
・
た
い
肥
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
器
を
言
い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
方
　
生
ご
み

処
理
機
を
購
入
し
た
方
。

　
た
だ
し
過
去
５
年
間
に
こ

の
制
度
を
活
用
し
た
こ
と
が

な
い
世
帯
。

▽
補
助
金
額
　
購
入
金
額
（
消

費
税
含
む
）
の
１
/
２
。
た

だ
し
２
５
、
０
０
０
円
が
補

助
上
限

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
　
購

入
機
器
の
領
収
書
・
保
証
書
・

説
明
書
、
振
込
口
座
、
印
鑑

▽
問
い
合
わ
せ
及
び
申
請
先

健
康
課
　
保
健
環
境
係
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

q
８２
ー
５
４
９
０

　
前
橋
財
務
事
務
所
で
は
多

重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
相
談
員
が
電
話

や
来
庁
で
相
談
を
受
け
、
必

要
に
応
じ
て
法
律
専
門
家
に

引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

▽
相
談
窓
口
直
通
電
話

q
０
２
７
ー
２
２
１
ー
４
４

９
５
　

▽
受
付
時
間
�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
１２
時
�

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
（
祝

祭
日
除
く
）

　
農
業
者
年
金
は
農
業
者
の

た
め
の
公
的
年
金
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
方

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
、
年
間
６０
日
以
上
農

業
に
従
事
し
、
６０
歳
未
満
の

方
（
配
偶
者
・
後
継
者
も
加

入
で
き
ま
す
。
）

○注
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免

除
さ
れ
て
い
る
方
や
国
民
年

金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

等
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

▽
積
立
方
式

　
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を

積
み
立
て
て
、
将
来
受
け
取

る
年
金
に
使
わ
れ
ま
す
。

老
後
、
現
役
世
代
の
保
険
料

に
頼
ら
ず
年
金
が
受
給
で
き

る
の
で
、
少
子
高
齢
化
に
強

い
方
式
で
す
。

▽
脱
退
・
再
加
入
が
自
由

　
い
つ
で
も
脱
退
で
き
再
加

入
も
で
き
ま
す
。
積
立
額
に

応
じ
て
将
来
年
金
が
受
け
取

れ
ま
す
。

▽
保
険
料

　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７

千
円
の
間
で
選
べ
、
い
つ
で

も
見
直
せ
ま
す
。
（
千
円
単

位
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

●
Ｊ
Ａ
下
仁
田
支
所（
q
８２

ー
４
５
３
１
）

●
農
業
委
員
会
事
務
局
（
q

８２
ー
２
１
１
１
）

●
農
業
者
年
金
基
金
・
企
画

調
整
室
（
０
３
ー
３
５
０
２
ー

３
９
４
２
）

　
国
の
予
算
編
成
の
遅
れ
か

ら
、
平
成
２５
年
度
保
険
料
率

の
決
定
も
遅
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
協
会
け
ん
ぽ
と
し
て

は
現
在
の
保
険
料
率
を
、
準

備
金
の
取
崩
し
に
よ
り
据
置

く
こ
と
と
し
、
群
馬
支
部
に

お
い
て
も
平
成
２５
年
度
の
保

険
料
は
据
置
と
し
変
更
い
た

し
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
料
率
９
・
９
５
％
、

介
護
保
険
料
率
１
・
５
５
％

こ
れ
か
ら
も
協
会
け
ん
ぽ
で



21

お
で
か
け
く
だ
さ
い

富
岡
市

か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
！

協
会
け
ん
ぽ
に

加
入
し
て
い
る
皆
様
へ

合
氣
護
身
研
究
会

会
員
募
集

は
、
加
入
者
、
事
業
主
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
が
、
今
後
の

医
療
保
険
制
度
の
見
直
し
に

反
映
さ
れ
、
保
険
料
の
軽
減

が
図
れ
る
よ
う
引
き
続
き
国

を
は
じ
め
関
係
方
面
に
強
く

訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
全
国
健
康
保

険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
群

馬
支
部
　
q
０
２
７
ー
２
１

９
ー
２
１
０
０

　
「
荒
船
の
湯
」
で
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
１５
人
以
上
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
【

１５
人
以
上

２８

人
ま
で
】

▽
開
館
時
間
　
午
前

１０
時
〜

午
後
８
時

▽
定
休
日
　
月
曜
日
（
祝
祭

日
の
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

▽
利
用
料
金
　
町
民
３
０
０

円
（
時
間
制
限
な
し
）

▽
お
問
い
合
わ
せ
　
荒
船
の

湯
　
q

６０
ー
６
０
０
４

　
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、

利
用
者
の
皆
様
の
声
を
今
後

の
ホ
ー
ル
事
業
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
平
成

２５
年
度

鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

▽
募
集
内
容

　
対
象
期
間
内
の
主
催
事
業

（
主
に
土
日
）を
無
料
で
鑑
賞

し
、後
日
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
意
見

の
一
部
は
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
掲
載
い
た
し
ま
す
。（
日
当
・

旅
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▽
期
間
　
平
成

２５
年
７
月
か

ら
平
成

２６
年
３
月
ま
で

▽
人
数
　

１０
名
程
度

▽
対
象
者
　

①
県
内
在
住
・
在
勤
の

１８
才

以
上
の
方
で
、
予
定
さ
れ
て

い
る
対
象
事
業
を
全
て
鑑
賞

で
き
方
（
高
校
生
・
か
ぶ
ら

文
化
ホ
ー
ル
モ
ニ
タ
ー
経
験

者
は
除
く
）

②
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー

ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
意
見
の
一
部
を
公
開
す

る
こ
と
に
つ
い
て
賛
同
い
た

だ
け
る
方
（
個
人
情
報
に
関

す
る
こ
と
は
年
齢
・
性
別
の

み
公
開
致
し
ま
す
）

▽
対
象
事
業
　
７
月

１５
日（
月
・

祝
）和
田
ア
キ
子
デ
ビ
ュ
ー

４５
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

●
８
月
４
日
（
日
）
し
ま
じ

ろ
う
コ
ン
サ
ー
ト
　
お
と
ぎ

の
く
に
の
だ
い
ぼ
う
け
ん

●
９
月
７
日
（
土
）
松
竹
特

別
公
演
「
三
婆
」

●
１０
月
５
日（
土
）ラ
イ
ナ
ー
・

キ
ュ
ッ
ヒ
ル
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
夕
べ

●
１２
月

２１
日
（
土
）
　
　
　

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
桃

次
郎
の
冒
険
」

●
２
０
１
４
年
３
月
２
日（
日
）

県
民
音
楽
の
ひ
ろ
ば
　

日
程
未
定
　
航
空
自
衛
隊
　

●
中
部
航
空
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

ト日
程
未
定
　
映
画

▽
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
勤
務
先
（
職
業
）
・

興
味
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
及
び

「
モ
ニ
タ
ー
希
望
理
由
」
（
簡

単
で
結
構
で
す
）
を
明
記
の

上
、
５
月

１８
日
（
土
）
必
着

で
ご
応
募
下
さ
い
。

　
当
選
者
に
は
５
月
下
旬
に

通
知
い
た
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　

富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
 

〒
３
７
０
ー
２
３
４
５
　
富

岡
市
上
黒
岩
１
６
７
４
ー
１

q
０
２
７
４
ー

６０
ー
１
２
３
０

ＦＡＸ
０
２
７
４
ー

６０
ー
１
２
３
１

　
加
入
す
る
ご
本
人
様
で
健
診

の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成

２５
年
４
月
上
旬
に
「
健
診
申
込

用
紙
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
お

勤
め
す
る
会
社
に
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
会
社
を
通
じ
て
健

診
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
す
る
ご
家
族
で

健
診
の
対
象
と
な
る
方
に
つ
い

て
も
、
同
時
期
に
「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」
を
ご
自
宅
に
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
受
診
券

が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
忘

れ
ず
に
健
診
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
「
特
定
健
康
診
査
受

診
券
」
は
、
加
入
す
る
ご
家
族

の
み
の
ご
利
用
と
な
り
、
ご
本

人
様
の
健
診
に
受
診
券
は
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
群
馬
県
支

部
　
q
０
２
７
ー
２
１
９
ー

２
１
０
４

　
「
合
気
道
の
科
学
」
「
合
気

之
術
の
科
学
」
等
著
書
で
有
名

な
「
吉
丸
慶
雪
」
先
生
監
修
の

「
合
氣
護
身
技
」
を
実
用
護
身

術
と
し
て
稽
古
し
ま
す
。

護
身
に
必
要
な
心
構
え
と
身
体

能
力
を
身
に
付
け
る
様
指
導
し

ま
す
。

▽
場
所
　
下
仁
田
中
学
校
武
道

場

▽
日
時
　
毎
週
火
曜
・
木
曜
日

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

３０
分

▽
対
象
　

１０
歳
以
上
〜
大
人
（
老

若
男
女
）

▽
問
合
せ
先
　
市
川
公
洋
（
大

原
流
合
氣
柔
術
佐
川
派
６
段
）

q
８２
ー
４
１
７
９

「親と子のよい歯のコンクール」出場者募集
　むし歯のないお子さんとむし歯の少ない（６本以下）パパまたはママの親子でコン
クールに出場できます。該当と思われる親子は是非ご応募下さい。
　対　　象：平成２４年度３歳児健診を受けたむし歯のない３歳児とむし歯が６本以下
　　　　　　の父または母（ただし、詰め物をした歯は不可）
　応募締切：４月３０日
　応 募 先：健康課保健環境係（保健センター）q８２-５４９０
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町
営
し
ら
か
ば
団
地

入
居
者
募
集

第
３２
回
赤
れ
ん
が

写
生
大
会
参
加
者
募
集

原
爆
や
平
和
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

春
の
県
民
交
通
安
全
運
動

▽
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

▽
募
集
戸
数

１
戸
（
昭
和

５５
年
度
建
設
）

▽
間
取
り

２
階
建
・
和
室
・
３
Ｄ
Ｋ
 

約
６０
㎡

▽
家
賃
　
１
３
、
３
０
０
円

〜
２
１
、
３
０
０
円
の
間
（
所

得
に
応
じ
て
算
出
）

▽
駐
車
台
数
　
１
台
　
月
額

１
、
５
７
５
円
 

▽
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

　
月
額
１
、
３
０
０
円

▽
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養

親
族
要
件
等

▽
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
受
付
日
時
　
４
月
１
日（
月
）

〜
４
月

１５
日
（
月
）
の
平
日

▽
平
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜

午
後
５
時

１５
分

▽
入
居
予
定
　
４
月
下
旬

募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が

多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

▽
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、

入
居
者
全
員
の
所
得
証
明
書

等
（
平
成

２３
年
分
）
、
納
税

証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ

り
必
要
な
書
類

▽
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

産
業
振
興
課
土
木
管
理
係
　

線
３
４
２

 

〜
今
こ
そ
描
こ
う
地
域
の
宝
！

世
界
遺
産
へ
！！
〜

　
富
岡
市
と
富
岡
青
年
会
議

所
主
催
に
よ
る
第

３２
回
赤
れ

ん
が
写
生
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月

２０
日
（
土
）

９
時

３０
分
か
ら

１６
時
（
雨
天

決
行
）

▽
場
所
　
富
岡
製
糸
場

・
め
が
ね
橋
（
安
中
市
）

・
丸
山
変
電
所
（
安
中
市
）

・
荒
船
風
穴
（
下
仁
田
町
）

・
高
山
社
跡
（
藤
岡
市
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
方
法
　
４
月

１１
日（
木
）

ま
で
に
富
岡
青
年
会
議
所
・

富
岡
市
富
岡
製
糸
場
課
へ

▽
問
合
せ

富
岡
青
年
会
議
所

〒
３
７
０
ー
２
３
１
６

富
岡
市
富
岡
１
１
３
０

商
工
会
議
所
２
Ｆ

q
６２
ー
４
０
３
３

ＦＡＸ
６２
ー
４
０
３
２

富
岡
市
世
界
遺
産
ま
ち
づ
く

り
部
富
岡
製
糸
場
課

〒
３
７
０
ー
２
３
１
６

富
岡
市
富
岡
１
―
１

q
６４
―
０
０
０
５

ＦＡＸ
６４
―
３
１
８
１

 〜
長
崎
へ
平
和
の
取
材
「
親

子
記
者
」
参
加
者
募
集
〜

　
８
月
９
日
の
長
崎
原
爆
の

日
に
親
子
で
の
取
材
を
と
お

し
て
、
原
爆
や
平
和
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
対
象
　
下
仁
田
町
に
お
住

ま
い
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
で
平
和
・
原
爆
・
核
兵
器

廃
絶
な
ど
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
。

▽
実
施
期
間
　
８
月
８
日（
木
）

〜
１１
日
（
日
）
【
長
崎
市
泊

３
泊
４
日
】

※
長
崎
滞
在
中
、
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
平
和
記
念
式
典
等
の

被
爆
地
の
様
子
や
被
爆
者
へ

の
取
材
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▽
定
員
　
全
国
の
対
象
自
治

体
か
ら

１８
人
小
学
生
（
４
年

生
以
上
）
小
学
生
１
人
と
そ

の
保
護
者
の
９
組
　
　
　
　

▽
参
加
費
　
長
崎
市
へ
の
交

通
費
、
宿
泊
代
、
滞
在
中
の

取
材
補
助
経
費
支
給
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
で
次

の
事
項
を
書
い
て
お
送
り
く

だ
さ
い
。

①
住
所

②
参
加
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
性
別

③
小
学
校
名
、
学
年

④
ご
連
絡
先
電
話
番
号

⑤
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
性
別
と
印
鑑

⑥
平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ※
当
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.nucfreejapan.co

m

▽
応
募
・
問
合
せ
先

〒
８
５
２
ー
８
１
１
７

長
崎
県
長
崎
市
平
野
町
７
ー

８
、
長
崎
市
平
和
推
進
課
内

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
事
務
局

q
０
９
５
ー
８
４
４
ー
９
９

２
３

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
nucfreejapan.com

▽
申
込
期
限
　
５
月

１０
日（
金
）

当
日
消
印
有
効

▽
そ
の
他
　
カ
メ
ラ
な
ど
取

材
に
用
い
る
道
具
は
参
加
者

自
身
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
を
行
い
、
発
表
は
当
選

者
に
の
み
は
が
き
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

 　
４
月
６
日
（
水
）
か
ら

１５

日
（
金
）
ま
で
の

１０
日
間
、

春
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
「
自
転
車

も
車
両
で
す
」
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

た
「
優
し
さ
」
と
「
思
い
や

り
」
の
あ
る
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。�月・金１９時３０～下仁田交番柔道場にて練

習中。
�興味のある子は是非見学に来てください。
問合せ先　８２－２１３９（木暮まで）

下仁田柔道教室新入団員募集！
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下仁田町ホームページへの
バナー広告を募集しています
下仁田町ホームページへの
バナー広告を募集しています

◎申込方法
　次の書類に必要事項を記載し下記までお申込み下さい。
・下仁田町広告掲載申込書
・納税証明書（町内事業所については、「町税等納付状況調査同意書」に代える
　ことができます。）
　※上記の様式は町ホームページからダウンロード可能です。
　　http://www.town.shimonita.lg.jp/０５.html
【申込・問い合わせ先】 企画財政課　情報政策係　内線５１３

　町では、町の財源確保を図るとともに、町民に有効な情報の提供及び企業等の
活性化を図るため、町のホームページ（トップページ）を広告媒体としてバナー広
告を掲載します。
◎バナー広告についての概要は以下のとおりです。

（月平均アクセス数は、約１０,０００件です）

下仁田町ホームページ
URL  http://www.town.shimonita.lg.jp/

町ホームページの下側

最大１０枠（掲載位置の指定不可）

大きさ（１枠）
縦５０ピクセル×横１７５ピクセル　１０キロバイト以内

GIF又はJPEG又はPNG（アニメーションGIFは不可）

◆群馬県内に人的、物的設備を備えた事業所を有しない
企業、団体など

◆町税等の滞納がある者
◆上記のほか、下仁田町公共物等有料広告掲載取扱要

綱に規定するもの

◆町内の事業所等　１枠　２,０００円/月

◆町外の事業所等　１枠　３,０００円/月 

掲載枠に空きがある場合は随時受付します。

広 告 媒 体

広 告 の 位 置

広 告 枠 数

広 告 の 規 格

形 式

掲載できない

業種・内容等

広 告 掲 載 料

募 集 期 間

４月の「保育園子育て応援事業」活動計画�
　「保育園子育て応援事業」は、在宅の３歳までの乳幼児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
�登録をされていない方は、事前に登録していただき、お誘い合わせてご参加ください。
�事業計画の対象児でなくても参加できます。

■問い合わせ先　　馬山保育園　８２－２３２３　　小坂保育園　８２－２１１６　
　　　　　　　　　青倉保育園　８２－２５４９　　下仁田町役場　健康課福祉係　（内線３２５）

準備する
もの

保 育 園

会 場

実 施 日

時 間

対 象 児

内 容

講 師

馬山保育園

妊婦さんと３才児まで

リトミック講師　田中文華、蟻坂弘江
担当保育士　寒河江恵子

４/１８（木）

１０：００～１１：００

運動の出来る服装で
お出かけください。

リトミック

乳幼児の育て方及び
在園児との交流

青倉保育園

４/２３（火）

１０：００～１１：００

妊婦さん～３才

参加ご希望の方は事前に
ご連絡ください。

赤ちゃんマッサージ

親子ふれあい遊び

赤ちゃんマッサージはバスタオルを
１枚ご用意ください。

動きやすい服装でご参加ください。

小坂保育園

保育園ホール 保育園ホール保育園プレイルーム

４/２４（水）

１０：００～

１才～５才

全員でゲームやお遊戯をして
楽しく遊ぶ

楽しく遊ぶ

在宅の親子

お出かけください

５月３日（祝）午前１０時から
（雨天の場合は４日に順延）

群馬県「さくらの里」内
一本杉園地

こんにゃく・野点による抹茶の
無料サービス

苗木の配布、緑化募金

下仁田町観光協会
（下仁田町役場内）
q８２-２１１１

さくらの里さくらの里
観光PRイベント観光PRイベント観光PRイベント
　妙義山の麓にある「さくらの里」
は、４７haの敷地に約４５種、５,０００
本の桜が植えられており、４月中
旬～５月上旬まで様々な桜を楽し
むことができます。
　是非おでかけください。

■日時

■場所

■内容

■緑化PR

■主催
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　２５年度も引き続き高齢者の皆さんが毎日を元気で、「いきいき」と生活できるよう
この教室を実施いたします。
　それぞれの体調に合わせて軽い運動やマッサージを行う事で膝痛や腰痛を予防し、転ば
ない足腰と健康な体づくりを目指しましょう。
　お申し込みは不要ですので、都合のつく会場へ直接お越し下さい。
【参加費】無料
【会場別日程】※午前、午後をお間違えのないようご注意ください。
　　　　　　　※中小坂地区は会場が２５年度より１３区公会堂から旧小坂小に変更となります。

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時
公民館３階大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

東野牧生活改善センター

旧小坂小校舎　１階西教室

北小地区集会所

会　場 開催日 時　間

矢川友愛館

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

２日（火）
２日（木）
１日（月）

２０日（月）

２２日（月）
１４日（火）
２６日（金）
２２日（水）
２３日（火）
２３日（木）

５日（金）
２４日（金）
１８日（木）
１６日（木）
１９日（金）
３１日（金）

４日（木）
９日（木）
３日（水）
１日（水）

２３日（火）
２８日（火）

２５日（木）
３０日（木）
１６日（火）
２１日（火）
１５日（月）
２７日（月）

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分
午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

健康運動指導士

健康運動指導士

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

■問い合わせ先：健康課　高齢者支援係（内線３２８）

４月
５月
４月
５月

４月
５月
４月
５月
４月
５月

４月
５月
４月
５月
４月
５月

４月
５月
４月
５月
４月
５月

４月
５月
４月
５月
４月
５月

平成２５年度下仁田町介護予防事業 ～いきいき健康教室～

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

☆ロコモティブシンドローム（運動器症候群）とは☆
�４月から健康長寿、毎日を元気に過ごせるロコモティブ予防の講座が新たに補強されます。
�あなたも ７つのチェック から始めては？
　詳しくは当健康教室で！
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４～５月　健康カレンダー

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３歳６か月児

３ 歳 児

平成２４年８月・９月・１０月生まれ

平成２４年５月・６月・７月生まれ

平成２４年３月～４月生まれ

平成２３年９月～１０月生まれ

平成２３年３月～４月生まれ

平成２２年９月～１０月生まれ

平成２１年９月～１０月生まれ

平成２２年３月～４月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

日にち 時間（受付） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人
午前８時３０分～
　　　　午後５時

０４月２２日（月）

０４月１９日（火）
０５月１４日（火）

５月２７日（月）

月～金曜日
（祝・祭日を除く）

０４月１２日（金） 午後３時から予約制

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全　住　民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布するアンケ
ートと尿

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防相談、家族計画・授
乳相談、育児相談、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防相談・希
望者にフッ素塗布、食生活相
談と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦
健康診査受診票発行・健康
相談

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をして
　ください。

☆予防接種は個別に通知いたします。� 会場・問い合わせ先　保健センター　�８２-５４９０

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人やその家族など

富岡保健福祉事務所　４～５月
●エイズ相談（予約制）
　日　時　月曜日（要確認）　午後１時～２時
　内　容　血液検査・健康相談など（匿名で受けられます）
　会　場　富岡合同庁舎
　担当者　医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　 �６２－１５４１

●精神保健福祉相談（予約制）
　日　時　４月１１日（木）・５月９日（木）　午後１時～３時
　対　象　不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
　　　　　さまざまなこころの悩みや病気をもつ本人又はその家族など
　会　場　富岡合同庁舎
　担当者　精神科医師、保健師
　申込先　富岡保健福祉事務所　保健係　�６２-１５４１

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２４年１１月・１２月生まれ
平成２５年１月生まれ

問い合わせ先　健康課　保健環境課（保健センター内）　q８２-５４９０

2歳6か月・3歳6か月の
お子さんをお持ちの方へ

　平成２４年度までは、幼児歯科健診
のみでしたが、平成２５年度から幼児
健診の対象となります。広報の健康
カレンダーをご確認のうえ、お出かけ
ください。

４月から定期健康相談「ふれあい広場」
変更について

●実施日
　第１週金曜日から第２週火曜日（８月・２月は第１週金曜日になります。
●スタッフの配置
　歯科衛生士が偶数月のみとなります。（４・６・８・１０・１２・２月）
　助産師・保健師・栄養士の配置は昨年と同じです。
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人口
　男
　女
世帯

（　33）
（　11）
（　12）
（　11）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

8,879人
4,369人
4,510人

3,516世帯

転入  21人  /  出生0  5人
転出  21人  /  死亡0  8人

おめでた

私たちの町

（3月1日現在）

（2月中）

2月届出分〈敬称略〉

おくやみ

ごめいふくをおいのりします

小金澤　ア　イ　（　純　）　小　川

島　崎　修　子　（健　吾）　大桑原

小井土　　太郎　（元　章）　矢　川

庭　屋　一　夫　（美名人）　西野牧

地　区（届出人）死　亡　者

ご出産おめでとう

  たい       き

   さ   ゆ   り

　 は　　 づき

星　野　大　輝　（和　真・穂奈美）    城　西

木　　　紗悠里　（路　典・浩　子）    吉　崎

�　間　葉　月　（隆　司・真　琴）    東　町

地　区（保護者）出　生　児

月

4

の

納

税

月
末
は
口
座
の
確
認
を
！

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

　
い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

４
月
２７
日（
土
）・
２８
日（
日
）

※
今
月
は
徴
収
特
別
月
間
を
実

施
し
ま
す
。
納
税
の
お
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
も
う
一
度
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
忘
れ
て
い
る
と
職
員
が

納
税
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

４
月
２６
日
（
金
）
で
す
。

３
月
末
日
ま
で
に
、
役
場
へ
請
求

書
等
を
提
出
さ
れ
た
分
で
す
。

請
求
書
の
宛
名
は
「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
２８
日
（
火
）
で
す
。

請
求
書
等
は
、
４
月
末
日
ま
で
に

役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
　（
第
１
期
）

納
期
限
は
４
月
３０
日（
火
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

4
月
の
支
払
日

5
月
の
支
払
日

町民感謝デー開催
平成25年5月5日（日曜日）、6日（月・祝日）

有
料
広
告 （昼食込）10,500円10,500円10,500円

�８２ー６１１１

GW限定
サービス料金
　ただし、セルフプレーでの料金で下仁田町在住・もしくは在勤の方
事前のご予約の上、皆様のご来場をお待ちしております。
感謝デー以外の日につきましてはお問合せ下さい。

福寿草まつり 　
３
月
２
日（
土
）虻
田
福
寿
草
の
里
に
お
い
て
「
福
寿

草
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

�

今
年
は
積
雪
が
あ
り
、例
年
よ
り
も
開
花
が
遅
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、色
鮮
や
か
に
咲
い
た
福
寿
草
に
一

足
早
い
春
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
地
元
の
方

が
作
っ
た
「
き
の
こ
汁
」
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、来
園

者
は
談
笑
し
な
が
ら
、味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

福
寿
草
ま
つ
り

福
寿
草
ま
つ
り

福
寿
草
ま
つ
り
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